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(3) 風評払拭・風化防止対策の強化
　東日本大震災・原子力災害から 10年が経過する中、県産農林水産物の価格が震災前水準まで回復
していないことや県産農林水産物・食品の諸外国による輸入規制がいまだ継続されるなど、原子力災
害による風評が根強く残っています。また、ALPS 処理水の海洋放出という方針を国が決定したこと
により、更なる風評の懸念があります。そのため、国内外へ正確な情報やふくしまの今と魅力を粘り
強く発信するとともに、特に影響が懸念される水産業を始め農林業や観光業・商工業に携わる皆さん
が安心して事業継続できるよう取り組んでいく必要があります。
　さらに、全国的に頻発する自然災害や新型コロナウイルス感染症の影響などにより、福島への関心
や応援する気持ちが薄れていくなど、風化が加速する懸念があります。
　農林水産物を始めとする県産品振興の分野では、安全性だけでなく魅力を発信し、新たな販路の開
拓など効果的な戦略に継続して取り組む必要があります。
　観光の分野においては、観光客の入込数が震災前の水準まで回復しない中、新型コロナウイルス感
染症による影響が追い打ちをかけるなど、極めて厳しい状況です。ホープツーリズムや自然公園、温
泉地等でのワーケーションなど特色あるコンテンツを更に磨き上げるとともに、教育旅行の誘致など
観光誘客の推進や本県の魅力の戦略的な情報発信により、関係人口や交流人口の増加、さらには、移
住・定住につなげる必要があります。
　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京 2020 大会」という。）においては、
オリンピック聖火リレーを通じて本県の復興を発信した一方で、新型コロナウイルス感染症の状況等
を総合的に勘案して、本県での野球・ソフトボール競技を無観客で開催するなど、想定していたよう
な発信を実施することが困難な状況になってしまいました。そのため、今後は、これまでの支援に対
する感謝の思いや復興の現状等を国内外に発信する復興五輪の理念をレガシーとして継承し、ホスト
タウン・復興ありがとうホストタウン等、東京 2020 大会を契機に育まれた多くの国々とのつながり
を活用しながら、国内外を視野に入れた新たな交流やビジネスチャンスの拡大により、地域の活性化
を進めていく必要があります。
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観光客の推移
◆震災前を 100%とした推移


